
 

 

『手だて』よりも『見立て』を 

カウンセラー研修  

毎年、8 月や 9 月に研修を担当しています。企業が企画す

る新人研修や、ベテランのブラッシュアップ研修などに、

心理カウンセラーとしての立場、視点でお話しをさせてい

ただいていますが、私が個人的に力を入れているのは、カ

ウンセラー同士の研修です。 

一般的にカウンセラーは、学会発表や様々な研修、勉強会

などに参加して、日々研鑽を積むものです。時代の変化と

ともに、価値観や習慣、法律や常識などあらゆるものが変

わっていくことに『対応する』努力が強く求められるから

です。相談室のなかにこもってばかりいると、世の中の流

れに取り残されてしまいそうです。 

ただ、私が所属している組織で行うカウンセラー研修は、

他所のものとは少し異なります。知識や技術の向上という

ことも大切ですが、それらのツールを使うカウンセラーの

『自分自身』に焦点を当てることを重視しているのです。

特にカウンセリングでは、誰に、何のために、どのような

状況で扱うのかに気を付けていないと、せっかくの知識や

技術を使っても逆効果になってしまうことがあります。 

カウンセラーは主に個人（クライエントさんだけに限らず、

同僚、上司、家族）とじっくりお話しをします。どの個人

も何かしらの形で社会に参加していますし、もし、参加で

きなくなっていたとしても、社会（他者）につながる力を

得ていただくのがカウンセリングというものです。そのた

め、カウンセラー自身が社会の変化に対応し、自らも社会

適応ができていなくては、目の前の個人を支えることなど

できません。 

カウンセラーにとっての『対応』  

『対応する』ということのすべてが、こちら側がやり方を

変えたり、相手に合わせることとは限りません。あえて、

変えないことや、こちらに合わせていただくということも

『対応する』ことのもう一つの意味です。以前は直接お会

いする『面接相談』しかなかったものが、社会の在り方の

変化に伴い、『電話相談』『メール相談』『オンライン相談』

『SNS 相談』など、相談方法も選択肢が増えてきました。

しかし、それらの方法の使用も、画一的ではなく、その対

象者や状況などによって変える必要があります。その方の

抱えるテーマによっては、他の方法を望まれても、「面接

相談のみで対応させていただきます」というケースもあり

ます。 

今の若者がメールを使わず、LINE などで連絡を取り合うと

いうことで「LINE 相談が必要ではないか？」という議題が

私の組織でもあがりましたが、結果として、「あえて若者

にはこちらの方針に合わせていただく」ことを選択して対

応することにしました。 今年のコロナ禍に於いては、カ

ウンセラー同士の会議はすべてオンラインを使ったリモ

ート会議にて対応し、今回話題にさせていただいた『カウ

ンセラー研修』もオンライン上で行いました。 しかし、

逆に、実際のカウンセリングについては、オンラインはほ

とんど使用していません。これは個人情報流出やクライエ

ントさんの様々なご負担を考慮した結果としての対応で

す。 

カウンセラーにとってツールを「使うか、使わないか」を

選択し『対応する』方向性は、「クライエントさんが社会

参加できるようになる」ことを促進するかどうかという点

を重視して決断しています。説明が長くなるのでここでは

詳細は割愛いたします。むしろ、その判断をできるように

なることがカウンセラー研修の目的と言えます。 

研修による実感  

さて、今年の『カウンセラー研修』ですが、下は若手の二

十代から、上は七十代のベテラン大先輩まで、お会いして

（オンライン含む）お話をいたしました。こちら側が SV

（スーパーヴァイザー）ということになっていますが、研



 

 

修を受ける先生方には、できるだけ自由に発言をしていた

だきます。現在お困りの事例、迷われている対応などカウ

ンセリング実践の内容についてうかがいながら、さらにプ

ライベートな内容にまで私は踏み込みます。ご自身のキャ

リアプランであったり、研究されているテーマや論文につ

いて、いつもは『聴き役』に徹しておられる先生方が、SV

にきり込まれることで、普段は意識していない内面につい

て言葉にすることとなり、ご自身の性格的なお悩みまでが

浮き彫りになっていきます。カウンセラーという仕事を続

けていると、次第に『型』のようなものが生まれます。そ

れは何の職業でもそれは言えるのかなと思います。思考も

感性も『型』を繰り返すことで効率的に作動しますので、

より安全にシンプルに仕事を合理化できることにはメリ

ットがあります。 

しかし、カウンセリングを必要とされる人とは、その様な

「効率化や合理化する社会に適応できなくなった個人」で

あることが圧倒的に多いのです。私たちの研修の中では、

カウンセラーが職業という社会的な役割を脱ぎ、一個人へ

と戻ります。クライエントさんに負の感情をぶつけられる

ことの恐れや、自分が役に立てているかという不安、相手

を傷つけてしまわないようにするうちに自分の本音がわ

からなくなってしまうなど、様々な『気づき』が語られま

す。 

手立てより見立て  

特に今年の研修では、コロナ禍ということで、カウンセラ

ーとしての対応にも、個人の生活上の対応にも、検討材料

が増えているため混乱されている先生方も多かったよう

に思います。その結果、見えてきたのは『手立てより見立

て』ということでした。不安や緊張の中で人が問題を解消

しようとするとき、早急に『手立て』を求めてしまいます。

解決策を提示することや、迅速に可否を決断することは確

かに重要です。ただ、「その方法（手立て）が、その人に

合っているのか」や「その案にご本人はどこまで納得でき

ているのか」ということを、深いレベルでこちらが理解で

きているのか、または、それを相手に説明できる信頼関係

が構築できているのかということ・・・これを私たちは『見

立て』と呼んでいます。 

専門家というものは、相手に頼られることで、当たり前の

ように手立て（知識、技術など）を差し出します。しかし、

その『手立て』が専門外の相手にとって本当に必要である

か、妥当であるかが、専門家の側であまり吟味されていな

いケースが見受けられます。だからこそ、改めて『見立て』

を検討するという意識が今年の研修で強まりました。 

若者も年配者も等しく初体験したコロナ禍の中にいます。

こんなときこそ、それぞれの感性や経験、価値観などを持

ち寄り、自分に見えているものを言葉にする努力をし、反

対に自身には見えていなかった相手の視点を受け取り切

って「できない中でなにができるか」ということを語り合

うことは、『見立て』を出し合うことになり、いくつもの

『手立て』を生み出します。これまでの型を見直し、慣れ

た『手立て』を一旦置いて、『見立て』をし直すことが必

要なのは私たちカウンセラーだけではないように思った

夏でした。 

余計なひとこと  

この研修は、「カウンセラー自身がカウンセリングを受け

る」ということと同じだと思っていただいて構いません。

普段は思いもしなかったことや、考えないようにしてきた

ことまで、SV から触れられて、その場で言葉にできず葛藤

してしまう人も少なくありません。もちろん、参加は個人

の意志に委ねますので不参加者も一定数あります。自分が

話す側に回ることを恐れている人に、どこまで相手の話を

深く聴けるのか、また、相手の感じる話すことの恐れを本

当に大切にできるのか、ということを私の居る組織は重要

視しているのです。それがどれだけ優しくも厳しいことか、

毎年、この研修に参加されるカウンセラーの先生方に私は

こころからの尊敬と愛情を感じています。 

 発行：本山社会保険労務士事務所 

〒167-0021 杉並区井草 1-2-11-302 

０３－６４２７－７７５１ 

発行年月日：令和２年９月 

※筆者は現在、クリニックでカウンセラーをされています。

お仕事の関係上、氏名の公表は控えさえていただきます。 


